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1 久留米市について

（1） 現況

　総人口 (人）

  　男 (人）

 　 女 (人）

　世帯数 (戸）

　一世帯あたり (人）

　面   積 (K㎡）

（２） 国勢調査人口の推移

人　　口

総数 男 女

明治２２年 24,750 12,369 12,381 4,262 市制施行

大正　９年 43,629 20,645 22,984 8,243 第１回国勢調査

　１４年 68,487 32,781 35,706 13,338 第２回国勢調査

昭和　５年 83,009 41,763 41,246 14,887 第３回国勢調査

　１０年 91,920 46,215 45,705 16,318 第４回国勢調査

　１５年 89,490 41,949 47,541 16,874 第５回国勢調査

　２２年 90,999 42,705 48,294 19,570 第６回国勢調査

　２５年 100,997 48,178 52,819 21,160 第７回国勢調査

　３０年 138,804 68,511 70,293 27,668 第８回国勢調査

　３５年 155,041 74,270 80,771 34,102 第９回国勢調査

　４０年 158,974 75,304 83,670 38,712 第10回国勢調査

　４５年 194,178 92,269 101,909 50,270 第11回国勢調査

　５０年 204,474 97,633 106,841 57,401 第12回国勢調査

　５５年 216,972 104,141 112,831 65,029 第13回国勢調査

　６０年 222,847 106,395 116,452 68,666 第14回国勢調査

平成　２年 228,347 109,193 119,154 75,123 第15回国勢調査

７年 234,433 112,100 122,333 82,811 第16回国勢調査

１２年 236,543 112,476 124,067 88,777 第17回国勢調査

１７年 306,434 145,210 161,224 113,400 第１8回国勢調査

２２年 302,402 143,885 158,517 116,664 第19回国勢調査

２７年 304,552 144,971 159,581 121,913 第20回国勢調査

令和　２年 303,316 144,522 158,794 128,716 第21回国勢調査

資料：総務省統計局「国勢調査報告」
※この表は調査時現在の市域の数字である。
※平成１７年から人口等が増加しているのは広域合併によるものである。

2.12

令和7年4月1日現在 令和6年4月1日現在

299,539 300,516

142,233 142,675

229.96 229.96

年  次 世帯数 摘  要

157,306 157,841

143,597 142,025

2.09
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2 歴代企業管理者

氏          名

初代 山 村 静 夫 昭和４４年 ４月 １日 ～ 昭和４７年１１月１５日

昭和４７年１１月１６日 ～ 昭和４７年１１月２４日

第２代 広 木 国 男 昭和４７年１１月２５日 ～ 昭和４９年　３月３１日

第３代 楢 原 寛 昭和４９年 ４月 １日 ～ 昭和５４年 ８月３１日

第４代 山 本 宏 昭和５４年 ９月 １日 ～ 昭和５７年 ４月 ２日

昭和５７年 ４月 ３日 ～ 昭和５９年１２月２３日

第５代 橋 本 博 昭和５９年１２月２４日 ～ 昭和６３年　２月１５日

昭和６３年　２月１６日 ～ 昭和６３年１２月３１日

第６代 秦 健 次 郎 昭和６４年 １月 １日 ～ 平成　４年１２月３１日

第７代 石 松 喜 代 治 平成　５年 １月 １日 ～ 平成　７年 ２月 ６日

平成　７年 ２月 ７日 ～ 平成　８年 ３月３１日

第８代 伊 藤 忠 平成　８年 ４月 １日 ～ 平成１２年 ３月３１日

第９代 井 上 一 也 平成１２年 ４月 １日 ～ 平成１５年 ２月 ６日

平成１５年 ２月 ７日 ～ 平成１５年 ３月３１日

第10代 坂 田 博 春 平成１５年 ４月 １日 ～ 平成１９年 ３月３１日

第11代 稲 益 冨 支 典 平成１９年 ４月 １日 ～ 平成２７年 ３月３１日

第12代 萩 原 重 信 平成２７年 ４月 １日 ～ 平成３１年 ３月３１日

第13代 徳 永 龍 一 平成３１年 ４月 １日 ～ 令和　５年 ３月３１日

第14代 石 原 純 治 令和　５年 ４月 １日 ～ 現在

     （     職     　務     　代     　理　     者     ）

     （     職     　務     　代     　理　     者     ）

期          間

     （     職     　務     　代     　理　     者     ）

     （     職     　務     　代     　理　     者     ）

     （     職     　務     　代     　理　     者     ）
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3 主要施設所在地一覧

（令和7年3月31日現在）

施設の名称 所在地 敷地面積(㎡)

企 業 局 庁 舎 合川町２１９０−３ 7,130.86

放 光 寺 浄 水 場 山本町豊田６１４ 56,670.19

太 郎 原 取 水 場 太郎原町３９１−１ 11,247.19

山 本 配 水 池 山本町豊田７１７−１ 3,872.50

藤 山 配 水 場 藤山町１１５−５ 22,289.21

高 良 内 配 水 池 高良内町２２３１−２７２ 770.00

西 部 配 水 場 三潴町壱町原３６３ 4,794.63

石 垣 配 水 池 田主丸町石垣１３９５-３５ 2,114.00

中 央 浄 化 セ ン タ ー 　津福本町２２４１ 95,356.60

南 部 浄 化 セ ン タ ー 　安武町住吉１９００ 117,537.76

田 主 丸 浄 化 セ ン タ ー 　田主丸町益生田１１０１－６ 13,870.00

※敷地面積は、固定資産台帳による。
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4 年表

年（西暦） 一般事項 久留米市 企業局では

明治５年(1872) 新橋−横浜間の鉄道開通 三瀦県庁を久留米市両替町に移す

明治２０年(1887) 日本ゴムの前身志まやたび創業 横浜市上水道完成（わが国で１番目）

明治２２年(1889) 博多駅開業、九州で初めて鉄道開通
久留米市政施行
（4,262世帯、24,750人）

函館市上水道完成（わが国で２番目）

明治２４年(1891) 熊本電燈開業、九州で初めて電燈ともる 長崎市上水道完成（わが国で３番目）

明治４０年(1907) 九州鉄道、国有となる 電灯、電話開通

明治４３年(1910) 日韓併合

大正２年(1913) 三井電車開通（日吉町−福島間）

大正３年(1914) 第１次世界大戦勃発 豆津橋（木橋仮橋）架設

大正１２年(1923)
関東大震災が起こり、関東各地の水道が大被害を受
けた

櫛原村、久留米市に合併
久留米市議会で水道調査委員会を設置、敷設認可
を申請

大正１４年(1925) 旧ガス事業法施行（１月１日）
第2回国勢調査
（13,338世帯､68,487人）

河川式水源による上水道の実施設計施行の顧問を
委託／久留米市水道創設事業認可

昭和２年(1927) 初の地下鉄開業（浅草−上野間） 市役所庁舎新築のため移転
久留米市水道創設事業に着手／久留米市水道創設
事業竣工（計画一日最大給水量15,000㎥）

昭和５年(1930) 西部ガス株式会社設立
第3回国勢調査
（14,887世帯､83,009人)

久留米市上水道、筑後川を水源とし給水開始（給水
人口11,175人、普及率13.5％）

昭和６年(1931) 満州事変勃発／瓦斯事業法改正公布 ブリヂストンタイヤ創設

昭和７年(1932)
五・一五事件
社団法人水道協会設立

昭和１０年(1935) ドイツ再軍備宣言
第4回国勢調査
（16,318世帯､91,920人)

久留米第12師団各部隊へ分水開始（給水人口
26,475人　普及率28.8％）

昭和１１年(1936) 二・二六事件 城島町水道株式会社へ分水開始

昭和１６年(1941) 太平洋戦争勃発／佐賀市営ガス事業開始

昭和１８年(1943) 三井郡御井町、久留米市に合併

昭和２０年(1945) 終戦 久留米市空襲を受ける（８月１１日）
戦争による市内配給水管破壊の復旧工事開始（給
水人口49,781人普及率51.5％）

昭和２３年(1948) 久留米市警察署、久留米市消防署発足 第５次水道料金改定

昭和２５年(1950) 朝鮮戦争勃発 久留米医科大を基礎として久留米大学設立

昭和２６年(1951) 日米安全保障条約調印
三井郡山川村、合川村、上津荒木村、高良内村、久
留米市に合併

水道第１次拡張事業に着手

昭和２６年(1952)

昭和２７年(1952) 地方公営企業法制定 久留米市教育委員会発足
地方公営企業法により久留米市企業組織条例を公
布し、企業部・水道課・ガス課を設け、同時に復興部
水道課ガス課を廃止

昭和２８年(1953) テレビ放送開始 ２８年大洪水／『市政くるめ』創刊

地方公営企業法の施行に伴い本市の水道事業は同
法の適用を受け地方公営企業として発足／大洪水
により取水場、導水管等に大被害を受け全市断水／
水害復旧工事に着手（昭和３０年竣工被害額40,400
千円）

昭和２９年(1954) 自衛隊発足 南筑高校、市に移管
久留米商工会議所内に水道課を移転／久留米市水
道第１次拡張事業認可

昭和３０年(1955) 神武景気
筑後川堤防復旧工事完成
第8回国勢調査
（27,668世帯、138,804人）

独立採算制の確立により久留米市水道局として一般
会計より独立／久留米市水道指定工事店制度発足
（指定店数２０店）

昭和３１年(1956) 財団法人日本水道協会に改称

昭和３２年(1957) 水道法制定 小森野橋災害復旧工事完成

昭和３３年(1958) 下水道法制定 三井郡山本村、宮ノ陣村、久留米市に合併 荘島町保健所跡へ水道局移転

昭和３４年(1959) 伊勢湾台風中部地方を襲う 久留米市制施行７０周年
水道事業創設３０周年／佐賀県北茂安村へ分水開
始

昭和３５年(1960) 新安保条約発行 三井郡草野町、久留米市に合併 久留米市水道第２次拡張事業認可

昭和３２年(1961)

昭和３６年(1961) 水資源開発法制定
国立久留米工業短期大学付設高校、信愛女子学院
高等学校、筑邦女子高等学校などが設立

久留米市水道第２次拡張事業に着手（昭和４１年竣
工総工費293,396千円、計画給水人口144,000人、計
画一日最大給水量40,000㎥）

昭和３７年(1962) し尿処理場竣工／市庁舎増築工事始まる

昭和３８年(1963) ケネディ大統領暗殺
長雨等の天候不順のため農作物に約3億円にのぼ
る被害

水道料金値上げの動きが活発化し各都市で値上げ
が実施され本市でも第１０次料金改定を行なう。／一
日最大給水量が40,000㎥を突破し夏場の給水制限
に入る
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年（西暦） 一般事項 久留米市 企業局では

昭和３９年(1964) 東京オリンピック／東海道新幹線開通
筑後川が水資源開発促進法に基づく開発水系として
指定される。

久留米市水道第３次拡張事業認可

昭和４０年(1965) ベトナム戦争勃発
耳納スカイライン第三期工事終了／西鉄高架事業着
手

久留米市水道第３次拡張事業に着手（昭和４８年竣
工総工費1,948,425千円、計画給水人口212,000人、
計画一日最大給水量93,000㎥）／放光寺浄水場築
造始まる

昭和４１年(1966)
厚生省４０年度水道調査書発表（全国の給水人口
6,839万人普及率69.9％）

清掃工場操業始まる 久留米市給水人口121,671人普及率75.7％

昭和４２年(1967)
公害対策基本法公布施行／液化石油ガスの保安の
確保および取引の適正化に関する法律成立

三潴郡筑邦町（２月）、三井郡善導寺町（４月）、久留
米市に合併／人口189,288人世帯数49,726戸

三潴郡筑邦町の合併に伴い、簡易水道（荒木、安武
地区）を併営／久留米市水道庁舎建設委員会設置

昭和４３年(1968) ３億円事件 久留米市に電子計算機導入
簡易水道の併営により城島水道株式会社所有の配
水管を買収（安武町、大善寺町布設分）／荒木、安
武地区の簡易水道を上水道へ統合し給水開始

昭和４４年(1969) 米の宇宙船「アポロ11号」人類初の月面着陸
久留米市企業管理者の設置／久留米市制施行８０
周年／西鉄大牟田線高架線開通

水道庁舎新築工事完成（鉄筋コンクリート３階建て
1,617㎡総工費78,018千円）

昭和４５年(1970) 日本万国博覧会 久留米商業高校旧教育大跡地に移転工事始まる

建設大臣より63,000㎥/日の水利権許可（太郎原取
水口）を受け、既得水利権40,000㎥/日と合わせて
103,000㎥/日となり水不足の不安解消/草野、山本
地区簡易水道を上水道に統合し給水開始

昭和４６年(1971) 変動為替相場制へ移行 高良内ニュータウン第一期造成工事終了
久留米市ほか２市４町（大川市､筑後市､北野町､城
島町､大木町、三潴町）により久留米市広域上水道
企業団設立

昭和４７年(1972) 沖縄本土復帰 公共下水道供用開始／久留米まつり始まる

昭和４８年(1973)
第４次中東戦争／第１次オイルショック／資源エネル
ギー庁発足

九州縦貫道（鳥栖−南関39㎞）が開通
久留米市水道第１次整備事業に着手（３ケ年計画、
総工費764,803千円）

昭和４９年(1974)
久留米を主会場にインターハイ開催／久留米市人口
20万人を突破

昭和５０年(1975)
厚生省、水道普及率86.7％と発表／山陽新幹線博
多まで開通／ベトナム戦争終結

久留米市と郡山市との姉妹都市締結／筑後川下流
開発農業水利事業スタート
第12回国勢調査
（57,401世帯､204,474人）

久留米市水道第４次拡張事業に着手（昭和５６年竣
工総工費2,115,671千円、計画給水人口212,000人、
計画一日最大給水量116,200㎥）／久留米市給水人
口174,977人普及率85.6％

昭和５１年(1976) ロッキード事件疑惑
総合福祉センター（長門石町）着工／市民プール
オープン／移動図書館（グリーン号）巡回開始

昭和５２年(1977) 気象衛星「ひまわり」打ち上げ
自治省から久留米市が「魅力ある地方都市ベスト３」
に選出

久留米市広域上水道企業団に加入していた北野町
が小郡市、大刀洗町と三井水道企業団を設立し、企
業団へ加入／久留米市広域上水道が完成し給水開
始（久留米市の一日最大受水量25,200㎥）／三潴郡
城島町への分水中止

昭和５３年(1978)
新東京国際空港（成田）開港／九州北部の渇水深刻
となる

国土庁から久留米市が｢モデル定住圏都市｣に指定
される

県南給水装置工事技術者資格統一試験委員会を設
立

昭和５４年(1979)
第２次オイルショック／第５回先進国首脳会議（東京
サミット）開催

久留米市制施行９０周年 水道事業創設５０周年

昭和５５年(1980) 厚生省が５３年度末の水道普及率90.3％と発表
中国合肥市と友好都市締結／久留米モデル定住圏
計画

久留米市普及率も90％を突破し、市民皆水道時代に
／石綿管の本格的入替実施

昭和５６年(1981) ポートピア’81 障害者福祉都市宣言
久留米市水道第２次整備事業に着手（３ヵ年計画、
総工費1,912,000千円）

昭和５７年(1982) 長崎水害
池町川浄化対策事業完成／暴力団抗争事件のエス
カレートにともない市議会で暴力追放宣言決議

昭和５年に創設した御井浄水場系統施設老朽化に
伴い､放光寺浄水場系統と統合し近代的な浄水場改
築事業に着手（昭和６０年竣工総工費7,577,000千円,
施設能力103,000㎥/日）

昭和５８年(1983)
福岡県において、久留米市を含む７市１６町１村を計
画区域とする筑後地域広域的水道整備計画が策定
される

久留米地場産業センターオープン／西鉄東口再開
発事業が完成

久留米広域上水道企業団に大牟田市､大和町､高田
町が加入／給水人口200,000人に突入

昭和５９年(1984) グリコ・森永脅迫事件発生
久留米・鳥栖テクノポリス地域に指定／久留米市制
施行９５周年

久留米市水道第５次拡張次事業認可、着手（平成元
年度竣工総工費4,970,000千円､計画給水量233,400
人､計画一日最大給水量126,800㎥）／藤山配水場
築造工事開始／久留米市給水人口203,181人普及
率92.6%／初めて一日最大給水量100,000㎥突破

昭和６０年(1985)
筑後大堰完成／電々公社・専売公社民営化／科学
万博−つくば博’85開幕

厚生省より「おいしい水」に選出／郵政省から「テレト
ピア」に指定される／厚生省から「ボラントピア」に指
定される／自治省から「潤いのあるまちづくり」で表彰

集中管理制御システムを導入した近代的設備の放
光寺浄水場が完成／藤山配水場第一期築造工事完
成(配水池容量16,000㎥)／広川町へ分水開始

昭和６１年(1986) 伊豆大島三原山、209年ぶり大噴火
国土庁から「花と緑の都市モデル地区整備事業」に
指定される／農水省から「久留米・耳納地区グリーン
トピア」に指定される

昭和６２年(1987)
国鉄分割民営化／ニューヨーク株式市場で株大暴落
（ブラックマンデー）／世界人口50億を突破

郵政省から「郵トピア」に指定される／国土庁から「学
園都市地区基本計画策定調査地域」に指定される

水道営業管理システム完成／藤山配水系給水開始
（上津ポンプ所､高良内ポンプ所の廃止）

昭和６３年(1988) 久留米市女性憲章の制定
山本配水地が完成し給水開始（草野ポンプ所、発心
配水池、吉木配水池の廃止）

平成元年(1989) 消費税法施行 久留米市制施行１００周年／世界つつじ祭開催
水質管理システムを導入／水道料金改定／福岡県
南広域水道企業団（名称変更）へ１市２町の加入

平成２年(1990)
国際花と緑の博覧会開催／イラク、クウェートへ侵攻
（湾岸危機勃発）／東西ドイツ45年ぶり統一

とびうめ国体開催（自転車、軟式野球、バレーボー
ル、カヌー）／第三次久留米市総合計画基本構想の
策定

水道部とガス部の組織統合／企業局新庁舎完成（延
床面積1,152.86㎡）

平成３年(1991)
台風17号・19号により各地に被害／湾岸戦争勃発／
長崎雲仙普賢岳で大火砕流発生／ソビエト連邦崩壊

久留米市個人情報保護条例スタート／台風17号・19
号により久留米市には70億円を超す被害が発生

水道・ガス設計積算業務システムを導入
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平成４年(1992) PKO協力法案成立／新水質基準法公布
つつじフェスタ'92イン・くるめ開催／久留米市・東京
交流会の発足／モデスト市と姉妹都市締結／市民セ
ンタ−建設推進計画の答申／新市庁舎起工

財務会計システムを導入

平成５年(1993) 北海道南西沖地震／鹿児島地方集中豪雨
久留米市人口230,000人を超える／上津クリーンセン
ター稼働開始／久留米地域が地方拠点都市整備法
の指定を受ける

粉末活性炭による浄化処理施設完成、処理開始／
新水質基準による水質検査開始

平成６年(1994)
円高進行（一時対ドル100円未満に）／全国的な水不
足に

市民センターオープン／南部浄化センター稼働開始
梅雨期の記録的な小雨により水不足、渇水対策本部
を設置

平成７年(1995)
阪神・淡路地区で都市直下型の地震発生／オウム
真理教事件

２０階建の新市庁舎オープン／合肥市との友好都市
締結１５周年

阪神・淡路大震災による被災地に、応急給水・施設
復旧支援のため職員派遣／７月３１日よりビル電話
導入／アクアスタディーホール、津福実習所の完成

平成８年(1996) 病原性大腸菌（Ｏ-157）による食中毒の多発

久留米市民温水プールオープン／久留米商業高校
創立百周年／石橋文化センター開園40周年／前津
江村とのふるさと協定締結10周年／石橋美術館別
館オープン

集金制納付の廃止／光ディスクによる図面管理シス
テムの導入／人事交流で福岡県南企業団より赴任

平成９年(1997)
香港９９年ぶりに中国へ返還／消費税率３％から
５％に

部を再編統合し４減１増の組織改正／地域防災無線
システムを整備／外環状線「東合川野伏間線」一部
開通／全国椿サミット開催

上下水道賦課徴収事務を一元化

平成１０年(1998)
インド、パキスタン地下核実験実施／公職選挙法改
正／郵便番号7ケタへ／日本ワールドカップフランス
大会初出場

ごみの17種類分別収集開始／久留米市消防発足50
周年／おおはし歴史公園オープン／24時間巡回型
ホームヘルプサービス開始／緊急雇用安定地域に
指定

水道ガス部防災訓練実施／県南給水装置工事技術
者資格統一試験委員会を解散

平成１１年(1999)
景気対策として地域振興券交付/コンピュータ２０００
年問題対応強化/ヨーロッパ通貨統合によりユーロ誕
生

久留米市政施行110周年/市民カードによる自動交
付機スタート/新天建寺橋開通/市役所窓口の開庁
時間を午後6時まで延長開始/筑邦市民センター多
目的棟オープン

広報誌「ＡｕＲＡ」発刊

平成１２年(2000)
新ミレニアム/介護保険制度開始/有珠山・三宅島噴
火/九州・沖縄サミット開催/南北朝鮮首脳が歴史的
初会合

二千年橋開通/JR久大本線久留米大学前駅完成/
ホームアルカディア宮ﾉ陣分譲開始

高良内配水池増設完成/配水補助管制度導入/直結
直圧給水方式導入/八女郡広川町大字藤田の一部
を給水区域に編入/基幹施設整備事業　認可・着手
（目標年度　平成２６年、計画給水人口　262,500人、
計画１日最大給水量　135,800㎥）

平成１３年(2001)
中央省庁再編/自民党小泉政権が発足/米中枢同時
テロとアフガニスタンへの報復攻撃/国内初の狂牛病
の牛を確認

久留米市が「特例市」に指定される/えーるピア久留
米オープン/耳納市民センター多目的棟オープン/新
総合計画「市民一人ひとりが輝く都市久留米」がス
タート/介護相談員制度がスタート

太郎原水制工完成

平成１４年(2002)
雪印食品牛肉産地虚偽表示/みずほ銀行のシステ
ムトラブル/ワールドカップサッカーの日本・韓国共催

久留米市が環境ＩＳＯの認証を取得/新情報公開制
度がスタート/石橋美術館がリニューアルオープン/
合併任意協議会の設立

水道法一部改正/老朽給水管改良工事スタート

平成１５年(2003)
新型肺炎（ＳＡＲＳ）流行／米英軍イラク攻撃　フセイ
ン政権崩壊／日本郵政公社スタート

広域合併法定協議会設立／久留米六角堂オープン
／久留米アジアバイオ計画が構造改革特別区域へ
認定

水道法改正に伴い貯水槽水道対策を充実／浄水場
監視制御システム更新開始（3ヵ年）

平成１６年(2004)
イラク情勢悪化　日本人人質問題　世界各地でテロ
続発／北朝鮮拉致被害者家族日本へ／鳥インフル
エンザ流行／スマトラ沖地震と津波

久留米広域合併　合併協定書調印／ごみ減量緊急
宣言／筑後川花火大会を２会場に

寒波による給水管凍結が相次ぐ／新排水処理施設
完成／企業債借入を10年ぶりに再開

平成１７年(2005)
ロンドン･バリ島など各地で大規模テロ／兵庫・尼崎Ｊ
Ｒ脱線事故／耐震強度の偽装で不安広がる／アス
ベスト被害深刻化／福岡西方沖地震発生

久留米市、田主丸町、北野町、城島町、三潴町の１
市４町による広域合併により新久留米市発足／杉谷
埋立地第一処分場が完成／国道２０９号津福バイパ
ス供用開始／久留米市新行政改革行動計画スター
ト

合併に伴い三潴郡城島町･三潴町の水道事業を統
合／田主丸町簡易水道事業を継承／西部配水場整
備事業に着手、大木町との共同施設として整備

平成１８年(2006)
北朝鮮地下核実験／安倍政権が発足／景気は「い
ざなぎ」超え／自治体官製談合で県知事逮捕相次ぐ
／九州国立博物館開館

総合計画第２次基本計画策定／暴力団抗争の勃発
／久留米広域小児救急センター開設

水道料金制度審議会を設置／中期経営計画を策定
／繁忙期の休日開庁／夜間休日の漏水修繕を委託
化／検針業務の一部を法人委託化

平成１９年(2007)
参院選で自民歴史的敗北「ねじれ国会」に／米国サ
ブプライム問題で金融界混乱／民営郵政スタート／
原油高暮らしに影響／食品偽装相次ぐ

中核市移行が確定／広域合併後初の市議会議員選
挙42名へ／暴力団抗争事件相次ぐ／ダイハツ工業
㈱吉本工業団地への進出決定

水道料金制度審議会の答申を受け、水道料金統一
案を上程、議決／浄水場運転管理業務の完全委託
化／水道ＧＬＰ認定取得／西部配水場本体工事完
成

平成２０年(2008)

オバマ氏がアメリカ史上初黒人大統領に当選／麻生
政権発足／中国産食品トラブル相次ぐ／後期高齢
者医療制度開始／リーマンブラザーズ破綻から世界
金融危機

中核市移行（保健所・教育センターを開設）／B１グラ
ンプリ開催／道の駅くるめ開駅・久留米つばき園開
園／暴力団本部事務所使用差し止め仮処分申し立
て

水道料金改定実施／西部配水場供用開始／田主丸
送水管事業着手（水道事業認可変更）／検針業務完
全委託化

平成２１年(2009)

民主党が第1党（政権交代） 鳩山政権発足／定額給
付金の支給／新型インフルエンザの発生／スマトラ
島沖地震発生による死者1千人以上／世界的スー
パースター マイケルジャクソン死亡

市制施行120周年記念式典開催／城島げんきかん・
みずま総合体育館オープン／九州新幹線の高架橋
全線完成／石橋正二郎氏生誕１２０年

ガス事業譲渡後、下水道部との組織統合により上下
水道部へ／合併後の加入金制度統一／漏水修繕業
務完全委託化／西部配水場緊急連絡管運用開始／
佐世保市災害応援給水

平成２２年(2010)

チリ落盤事故33人救出／北朝鮮が韓国を砲撃／尖
閣諸島中国漁船衝突事件／宮崎県で口蹄疫発生／
上海万博開催／小惑星探査機はやぶさ帰還／Ｗ杯
南アフリカ大会で日本決勝Ｔ進出

国際ツバキ会議を開催／久留米ふるさと特別大使に
田中麗奈さん就任／くるめりあ六ツ門オープン／久
留米市合肥市友好都市締結３０周年記念事業開催

水道事業中期経営計画策定

平成２３年(2011)

東日本大震災発生/福島第一原発事故／テレビ放送
が地上デジタル放送に移行／円が戦後最高値を更
新／東電が初の計画停電実施／サッカーなでしこ
ジャパンＷ杯優勝

九州新幹線久留米駅が開業／総合都市プラザの建
設を表明／協働のまちづくりを推進／宮ノ陣に新しい
ごみ処理施設を建設へ

東日本大震災支援のため職員派遣／日本水道協会
九州地方支部総会の開催

平成２４年(2012)

衆院選で自民党が政権奪還 安倍政権発足/ｉＰＳ細
胞の山中教授 ノーベル賞受賞／オバマ氏がアメリカ
大統領再選／消費税増税法案が可決／ロンドン五
輪で最多のメダル38個獲得

九州北部豪雨発生／総合都市プラザの管理運営計
画を検討／北部一般廃棄物処理施設造成工事に着
手／グリーンアジア国際戦略総合特区に指定

上下水道料金センターの開設／太郎原取水場の新
取水施設が運用開始／八女市星野へ災害応援給水
／田主丸地区の民生用水道管布設工事に着手

平成２５年(2013)

巨人軍、長嶋茂雄・松井秀喜両氏に国民栄誉賞／富
士山が世界文化遺産に登録／参院選で与党勝利、
ねじれ国会解消／2020年夏季五輪の開催地が東京
に決定

市キャラクター「くるっぱ」誕生／夏の高校野球県大
会で南筑高校が準優勝／九州初セーフコミュニティ
国際認証を取得／官民一体で暴力団の本部を撤去
／総合都市プラザ建設着工

田主丸地区へ上水道供給開始／櫛原バイパス陥没
事故発生／放光寺浄水場１系１号配水池の耐震補
強が完了／ボトル水「筑後川のめぐみ」の販売開始

平成２６年(2014)

消費税率5％から8％に／富岡製糸場が世界文化遺
産に登録／ノーベル物理学賞に青色ＬＥＤを開発し
た赤崎勇、天野浩、中村修二の３氏／御嶽山噴火／
広島市北部で大規模な土砂災害発生

東合川野伏間線が全線開通／指定暴力団旧本部事
務所跡地の売却が決定／世界のつばき館がオープ
ン／北部一般廃棄物処理施設の建設工事着工

”筑後川のめぐみ”モンドセレクション金賞受賞／下
水道事業に地方公営企業法を適用／南部浄化セン
ターマイクロガスタービン発電設備による売電開始／
「久留米の水だより」を創刊
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平成２７年(2015)

マイナンバー制度開始／安全保障関連法が成立／
北陸新幹線開業／「明治日本の産業革命遺産」世界
文化遺産に登録／公職選挙法改正で選挙権１８歳
以上へ

１市４町合併１０周年を迎える／新総合計画第３次基
本計画策定／福岡ソフトバンクホークスと包括連携
協定を締結／久留米市合肥市友好都市締結３０周
年

城島・三潴地区で下水道供用を開始／久留米市企
業局中期経営計画を策定／農業集落排水事業の整
備が完了／田主丸町の簡易水道一部地域を上水道
へ統合

平成２８年(2016)

熊本地震の発生／リオ五輪日本勢の活躍／米大統
領が広島訪問／ノーベル生理学・医学賞に大隅良典
氏／北海道新幹線開業／「ポケモンＧＯ」日本で配
信開始／伊勢志摩サミット開催

久留米シティプラザオープン／氷点下６．５度の大寒
波が襲来／熊本地震の被災地を支援／宮ノ陣クリー
ンセンター稼働／４市２町で広域連携中枢都市圏を
形成

記録的な寒波の到来で水道管の凍結や漏水が多数
発生／熊本地震の被災地へ職員派遣／田主丸町に
石垣配水池が完成／上下水道施設の老朽化対策・
耐震化が進む

平成２９年(2017)

九州北部豪雨の発生／陸上１００メートル日本人初
の９秒台／プレミアムフライデー初実施／沖ノ島が世
界遺産に登録／トランプ米大統領が就任後初来日
／１９年振りに日本出身横綱誕生

九州北部豪雨被災地への様々な支援実施／野村総
研「成長可能性都市ランキング」で全国９位に／アン
テナショップ「福岡久留米館」がオープン／ケニア共
和国の東京オリ・パラ事前キャンプ地に／こども子育
てサポートセンター開設

九州北部豪雨被災地（福岡県朝倉市）への給水支
援・職員派遣実施／田主丸地区の簡易水道事業が
終了／東櫛原地区雨水貯留施設の供用開始／原水
水質が悪化するも見事に浄水品質を維持／マンホー
ルカード配布開始

平成３０年(2018)

平成３０年７月豪雨の発生により西日本が甚大な被
害を受ける／築地市場８３年の歴史に幕／｢働き方
改革関連法｣が成立／｢長崎と天草地方の潜伏キリ
シタン関連遺産｣が世界遺産に登録

民間出身の市長誕生／平成３０年７月豪雨による被
害に久留米市一丸となって対応／認知症高齢者等
支援事業スタート／久留米アリーナ開館／カザフスタ
ンの東京オリ･パラ事前キャンプ地として選出／広報
戦略課を軸に情報発信を強化

平成３０年７月豪雨により中央浄化センターが甚大な
被害を受けるも迅速な対応により早期復旧を実現／
平成３０年７月豪雨被災地（愛媛県大洲市）への給水
支援・職員派遣実施／｢筑後川のめぐみ｣モンドセレ
クション金賞連続受賞

令和元年(2019)

天皇陛下の即位に伴い「令和」の新時代が幕明け／
「百舌鳥・古市古墳群」が世界文化遺産に登録／ラ
グビーＷ杯日本大会で初の８強入り／消費税率が１
０％に引上げ／幼児教育・保育の無償化がスタート
／令和元年東日本台風の発生により甚大な被害を
受ける

資生堂をはじめとした活発なオフィス誘致の推進／
久留米出身スポーツ選手が世界の舞台で輝きを見
せる／７月・８月豪雨により甚大な被害を受けるも迅
速に対応／市立小・中学校（各２校）にタブレット端末
を導入・教職員にテレワークを導入

新管理者のもと新たな体制で船出／８月の記録的豪
雨により築造中の構築物が甚大な被害を受ける／中
央浄化センターの浸水対策を実施／中央・南部浄化
センター間の管路ネットワーク化が完了／筑後川の
水利権使用継続許可を受ける／水道GLPの更新完
了

令和2年(2020)

国内外において新型コロナウイルス感染症の流行／
全国にて緊急事態宣言が発令／台風10号の発生に
より九州各地で被害／アニメ映画「鬼滅の刃」大ヒッ
ト／レジ袋有料化スタート

新型コロナウイルス感染症の流行に対し久留米市一
丸となって対応／西鉄久留米駅東口の再生スタート
／城島町の小学校が初の統合／市公式LINEの発信
開始

久留米市上下水道事業運営審議会を設置し経営戦
略策定に着手／新型コロナウイルス感染症に関する
支援策として料金等の支払い猶予を実施／筒川沿
川に監視カメラ・水位計を設置／水道アセットマネジ
メント計画、下水道ストックマネジメント計画の策定

令和3年(2021)

大谷翔平氏がメジャーMVPに選出／東京五輪で日
本最多58個のメダルを獲得／デルタ株やオミクロン
株の変異株で新型コロナが猛威を振るう／将棋棋士
の藤井聡太氏が最年少四冠

素根輝氏が東京2020オリンピックで悲願の金メダル
獲得／北野・城島・三潴地域で光回線サービス提供
開始などデジタル化が加速／「こがけん」さんや「パ
ントビスコ」さんなど５人のふるさと大使が誕生

久留米市上下水道事業経営戦略を策定／北部配水
本管の耐震化が完了／合川庁舎のZEB化及びWi-Fi
化／上下水道フェアをオンラインで開催

令和4年(2022)
安部元首相銃撃され死亡／円安が進み一時１ドル
150円台まで下落／BA・5等の新型コロナが猛威を振
るい1日あたり最大感染者数が20万人を超える

浸水・現在対策を強化するために「流域治水推進プ
ロジェクト」を設置／企業誘致が進み、資生堂福岡久
留米工場・あわしま堂が稼働／水の祭典、花火大
会、久留米やきとりフェスタなど久留米を代表する大
型イベントが３年ぶりに復活

久留米市下水道供用開始50周年を迎える／久留米
市初の給水スポット設置／上下水道フェアを現地で
初開催／宮ノ陣下水道管破損に伴う道路陥没事故
発生

令和5年(2023)

水道行政管轄が厚生労働省から国土交通省へ移管
／ＷＢＣにて侍ジャパン世界一／新型コロナ「５類」
移行、ＷＨＯがコロナ緊急事態解除／消費税のイン
ボイス制度開始／トルコ地震、５万人超死亡

７月豪雨災害で甚大な被害、補正予算額100億円超
／市中心部の渋滞緩和を目指し中環状道路が開通
／久留米大学雨水貯留施設を整備／セーフコミュニ
ティ３回目の国際認証／宇宙国際会議（ISTS）の開
催

田主丸地域における計画的な配水管整備を一時休
止／令和５年７月豪雨により上下水道施設が甚大な
被害／旧流量計室内に水銀残留物見つかる／水質
検査の信頼性を高めるため水道GLPの4回目の更新

令和6年(2024)

石川・能登で震度７、死者は４００人超え／日本銀行
２０年ぶりに新紙幣発行／パリ五輪、日本は海外開
催として過去最多メダル45個を獲得／大谷翔平氏が
史上初の「50‐50」達成

久留米南スマートＩＣ(仮称)新規事業化箇所に決定／
災害復旧が順調に進む、　被災者支援も継続し、浸
水対策も推進／大橋小と善導寺小の統合が決定

久留米市生活排水処理基本構想の改定／久留米市
上下水道事業経営戦略を中期改定／石川・能登に
職員を派遣し、応急給水等を実施／篠山排水ポンプ
場の排水能力の増強／人工衛星とAIを活用した漏
水調査の実施
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